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•第5次総合計画

① 地域福祉の推進

（３） 元気なまちづくり（健康・福祉） 施策の方向性 

当別町地域福祉計画
当別町子育て行動計画
当別町高齢者保健福祉計画
当別町介護保険事業計画
とうべつ健康プラン２１
当別町障がい福祉基本計画
当別町「協働の指針」

障がい者地域自立支援協議会運営
緊急通報・除雪・配食サービス事業
移動支援事業
就労型日中一時支援事業
地域オープンサロンにおける世代間交流の取り組み支援

誰もが安心して暮らせる地域をつくるために、福祉に対する理解の促進と福祉理念の共有を図り、地
域で育て地域で見守る体制の充実や災害時の支援・誘導体制づくりに努めます。
福祉教育を推進するために、学校教育の中でみんなで考えみんなで学びあう教育機会の充実を図り、
生涯学習の一環として、社会貢献や支え合いを学んでいけるような環境を整えます。
子どもから高齢者まで関わり合いのある社会をつくるために、互いを認め合い尊重し合うふれあいの機
会づくりに努めます。団塊の世代や元気な高齢者を中心として、子育て支援や地域の見守り、まちづく
り運動の担い手となり世代間・地域間の交流の促進役となってもらう仕組みづくりを整備します。
当事者団体及び支援者のサポートのために、相互理解や協働の取り組みをサポートする体制の充実に努めます。
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● 共に生きる社会づくり

指標・目標

関連計画

想定される事業　

（H19）11.5％　　　（H30）20％以上

背　景

　高齢社会の到来や生活習慣病などにより、認知症や寝たきりなど要介護者の増加が社会問
題となっている中、「健康日本２１※」の構想や「健康増進法」の施行などにより、国を挙げて健康
づくりを総合的に推進する動きが高まっています。

　地域での日常的な繋がりは、緊急時にも役立つことから、自分たちの住む地域をよく知り、お
互いを認め尊重し合いながら地域で育て見守る社会づくりが求められています。家庭・町内会・
学校・各種団体、行政などの役割分担と、横の繋がりの必要性や、子どものころからの福祉教
育の重要性が指摘されています。

　町内会など小地域における見守りネットワークの重要性が指摘されています。ひとり暮らし高
齢者などに対する見守りや見えない要支援者の発見、世代間交流、個人情報保護と要支援者の
把握について、地域とそこに暮らす人、そして関係する様々な組織の連携に基づいた、包括的・総
合的なサービスを提供できる体制づくりが求められています。

　町民一人ひとりが生涯現役で尊厳と生きがいをもって暮らすことができ、一人ひとりが輝くこ
とによって地域全体が輝いてくるような社会をめざして、主役は町民、舞台は地域という考え方
のもとに、ボランティア団体などとの連携はもとより、町民・各種団体・企業・行政が協働で取り
組む福祉のまちづくりが求められています。

　不安や悩み事の相談相手は、家族や親戚などの身近な人に限られている現状があります。子育
て・教育・健康・医療・介護・就労など、様々な場面で気軽にいつでも相談できる体制づくりが求め
られています。

高齢者や障がい者が住みやすい
       支援体制づくりに対する満足度
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用語解説

【健康日本２１】
２１世紀における国民健康づくり運動。


